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阪神・淡路大震災から30年、日本の防災は常に更新され続けてきた。

しかし、2024年1月の能登半島地震では「阪神大震災と同じ状況が起きている」という声も聞こえる。

これらを踏まえつつ「人や社会にとって「善」い防災は何か」を問い、到達点・課題・将来のあり方を探求する。

阪神・淡路大震災からの30年で日本の防災はどこまで前進したのか

防災と倫理

場所／人と防災未来センター こころのシアター

写真：人と防災未来センター
申し込みフォームは
こちらより
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